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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

夏休みに入り、まずは、7月下旬、３年生にとっては、最後の夏となる
「県中体連夏季総体」が本島各会場で行われました。出場した各部、県大
会という大舞台で多少の緊張はあったと思いますが、大いに健闘してくれ
ました。陸上や卓球（個人戦）では、県大会を勝ち上がり、九州大会へ出
場しています。また、文化面では、吹奏楽部の県コンクールでの金賞受賞
をはじめ、科学の甲子園ジュニア、本土豆記者、ホームステイ（ハワイ）、
演劇（かなやらび）への参加等、貴重な体験を経てくれた生徒もいました。
それぞれ大きく成長してくれた夏休み、２学期もSHINPOしていきましょう。

８月２０日～ 本校では、生徒の安全を確保したり、
生徒の主体的な学びとわかる授業づくりを進めてい
くことを「魅力ある学校づくり」の一環として捉え
ています。この夏休み、私たち教職員も校内研修で
それに関わる多くの学びを得ることができました。
２０日は、救命処置について心肺蘇生とＡＥＤの使
用方法について、参加職員全員が実習を通してその
スキルを習得することができました。
２１日は、全国学力・学習状況調査等についての分
析結果を本校森田明美教諭が説明、今後の方策につ
いて意見交換をすることができました。また、総合
的な学習の時間について、浦西中より安里三矢子
教諭を招聘し、主体的な学びの視点と次年度に向け
ての計画等の方向性を確認することができました。
先生方にとっても有意義な夏休みとなりました。

８月２７日 ３８日間の夏休みを終え、いよいよ２学期がスタートしました。
各学年及び生徒会代表からは、２学期に向けた決意が発表され、３年生代表の
島尻花音さんからは、私たちの学年は、１，２年生の頃より、勉強に向かう姿
勢が良くなってきている、２学期は入試に向け計画的に勉強を行い、勉強も行
事も、みんなで力を合わせて楽しんでいきたいという決意が述べられました。
また、生徒会執行部代表の下地侑里さんからは、執行部は夏休み中に、１学期
に課題として上がった「あいさつ」について話し合ってきました。各学年にお
いても、それぞれの学年の課題について話し合い、一人一人が自覚をもって
「一歩ずつ確実に」みんなで一致団結して楽しい２学期にしていきましょう。
という決意が述べられ、式の後は２学期の学級役員も任命されました。
～以下「第２学期始業式」学校長式辞より～
平良中のＳＨＩＮＰＯ力の中には、親歩「協働力」があります。
同じ目的や課題解決のために、仲間と協力し合って学んだり活動したりするの
が協働力です。９月２１日に行われる「運動会」、その運動会の成功のための
基本は、皆さんがどれだけ「協働力」を発揮するかにかかっています。この２学期、協働力を発揮して「運動
会」を成功させることが、皆さん一人一人が、いち早くエンジン全開で長い２学期を乗り切っていくためにも
運動会の成功を目指していくことが重要です。また、協働力を発揮して運動会を成功させるために、具体的な
ポイントとして３つお話しします。まず、１つめは、運動会の練習時から本番まで、集合時間を守って速やか
に集合し、そして整列することです。一人一人人が速やかに集合・整列できるよう、練習の時から心がけて下
さい。２つめは、魅せるための演技・魅せるための競技をするということです。運動会は、地域の方々や保護
者の皆様も招待します。皆さん一人一人が、一つ一つの動作に気を配り、大きく躍動感のある演技や懸命に競
技に取り組んでこそ、観客の皆さんも感動してくれます。ですから、観客を意識し感動を与える魅せる演技、
魅せる競技を心がけて下さい。３つめは、特に３年生の皆さん、運動会こそ３年生のリーダー性を発揮してく
ださい。運動会に向けての役割・仕事、また、集合整列、魅せる演技についても、３年生が１，２年生のお手
本となることを期待しています。以上、協働力で３つのポイントを実践し、運動会を大成功に導くことができ
れば、皆さん一人一人にとって、エンジン全開の有意義な２学期が保障されていくことは間違いありません。
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